


MOTIVE



私たちの地元豊岡は日本のコウノトリ
野生復帰の原点となった

コウノトリと共生する町づくりを
行っている



コウノトリとの町を
よりよくしたい！



コウノトリの生態ついての
研究に興味を持った

「コウノトリ市民科学」に蓄積されたデータを用
いてみてはどうかという助言を受けた

５



FOOTNOTES



コウノトリ市民科学とは

個体番号

年月

こ
こ
を
押
す
と



コ
ウ
ノ
ト
リ
の
情
報
が
！



GOALS



研究の目的

その生態について未知なことが多いコ

ウノトリの行動を解明する手掛かりに

すること

コウノトリの行動を知ることによって、

より良く町を発展させること
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研究の概要

「ペアになったコウノトリは半径約２ｋｍ

以内の縄張りを形成する」という一説から、

ペアの個体に着目して、活動やその範囲を

調べた。



SUPPLEMENT



二つの巣塔



戸島巣塔の特徴

巣塔周辺に整備された

湿地が広がりあまり大

きくない区画

 200mの間に営巣して

いる巣が二つある

百合地巣塔の特徴

巣塔周辺は田畑が広がっ

ているとても大きい区画

山などの地形を遮るもの

がなく、平坦である

この二つの巣塔を比較して考える



飛来数で見てみると、
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（
戸
島
巣
塔
の
ペ
ア
の
飛
来
数
） 遠くても１，４ｋｍ程度

基本的に巣塔周辺
に集まっている

＊これは百合地でも行った



よって、



・巣塔付近に密集している

・遠くても巣塔から２ｋｍ程度



STUDY



縄張りの存在と

効果について考える

「戸島」「百合地」の

二巣塔の飛来数を比較する

営巣しているつがいとその血縁関係
以外のコウノトリが、巣塔から半径
２ｋｍ以内に飛来した数を調べる

研
究
①

方
針

方
法
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［回］

むしろ他の個体が入ってきている

巣塔 戸島 百合地 戸島 百合地 戸島 百合地

2022年 493 133 383 35 110 85

2021年 563 111 395 35 168 76

2020年 554 76 400 25 148 51

2019年 493 169 349 59 143 110

全体の飛来数 ペア＆血縁関係 他の個体

戸島では３割弱、百合地では７割弱が他の個体になっている



戸島巣塔と百合地巣塔

でかなり差がある！



戸島巣塔の特徴

巣塔周辺に整備された

湿地が広がりあまり大

きくない区画

 200mの間に営巣して

いる巣が二つある

百合地巣塔の特徴

巣塔周辺は田畑が広がっ

ているとても大きい区画

山などの地形を遮るもの

がなく、平坦である

＊P14より引用



コウノトリが縄張りを形成す

るときには巣塔周辺の環境が

影響を及ぼしているのか



縄張りの存在と

効果について考える

「戸島」「百合地」の

二巣塔の行動について比較する

営巣しているペアとその血縁関係以外で縄
張りに対して、“攻撃”について比較して、
コウノトリのあるペアへの考え方を調べる

研
究
②

方
針

方
法
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【攻撃】

巣塔 戸島 百合地 戸島 百合地 戸島 百合地

2022年 23 2 2 2 21 0

2021年 31 2 6 0 25 2

2020年 15 1 2 0 13 1

2019年 5 6 0 6 5 0

全体の攻撃数 ペア＆血縁関係 他の個体

［回］

戸島では毎年２０回程度の攻撃数がみられる



攻撃数は意外と

少ない？



他の種類の鳥類でも調査を行っ

てみたが攻撃数に関す論文はな

かなか見当たらなかった



縄張りの存在と

効果について考える

「戸島」「百合地」の

二巣塔の採餌について比較する

営巣しているペアで縄張りに対して、
“採餌”の範囲について、比較して、コウ
ノトリのペアの縄張りへの考え方を調べる

研
究
③

方
針

方
法



最大で1,31km離れている

戸島巣塔
：巣塔の位置

①巣塔を中心としてペア
の採餌場所をプロット

②Googleマイマップの定
規機能を使用し、距離を
計測

＊紫色で表示されているのがオス
茶色で表示されているのがメス



戸島巣塔の特徴

巣塔周辺に整備された

湿地が広がりあまり大

きくない区画

 200mの間に営巣して

いる巣が二つある

百合地巣塔の特徴

巣塔周辺は田畑が広がっ

ているとても大きい区画

山などの地形を遮るもの

がなく、平坦である

＊P14より引用



そこで、



最大で1,93km離れている

百合地巣塔
：巣塔の位置

①戸島巣塔と同様に計測

＊オレンジ色で表示されているのがオス
緑色で表示されているのがメス



戸島巣塔の特徴

巣塔周辺に整備された

湿地が広がりあまり大

きくない区画

 200mの間に営巣して

いる巣が二つある

百合地巣塔の特徴

巣塔周辺は田畑が広がっ

ているとても大きい区画

山などの地形を遮るもの

がなく、平坦である

＊P14より引用



ちょっと待ったぁぁ！
！！！！！！！！



私たちはある事に気が付

いてしまいました...
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方向性が変わっていた

ことに！！！



縄張り 生活範囲

方向



このデータから分かることは

あくまでも生活範囲まで！



RESULT



１
コウノトリのペアは巣塔から

半径２km圏内で生活できる

ということ
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２

周辺の環境とコウノトリの

行動パターンの相関関係は

大きいだろう



CONCLUSION



研究のまとめ

周囲の環境がものすごく影響を及ぼして

いることから生活できる範囲については

巣塔から半径２km以内と言えるだろう



FUTURE VIEW
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１
コウノトリの縄張りを意識し

た行動について深く調べてい

きたい
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２

同様の研究を他の地域でも

すすめたい



REFERENCE



https://stork.diasjp.net

コウノトリ市民化学

コウノトリについての詳細なデータは、

日本コウノトリの会 大坂真希氏に

協力していただきました。
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